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　消防団は、火災や事故、地震や風水害の大規模災害発生時な
どに、地域住民の生命・身体・財産を守るという重要な役割を担
っています。
　消防本部や消防署と同じく、消防組織法という法律に基づき、
各市町村に設置されています。

　消防団員は、消防を生業としているわけでなく、それぞれに仕
事をもっています。
　普段は、会社員や自営業、農業などの仕事をもち、災害が発生
したときなどに、消防団の活動をします。
　消防団は、地域の安心安全のために活動するボランティア的
な存在であり、地域防災の要となる人たちです。

消防団の任務

消防士とは違うの？

消防団とは？

消防団ってなんだろう？

消防団の必要性

災害発生時には

●火災の鎮圧
● 地震、風水害など大規模災害時

の救助・救出・避難誘導・警戒・
防除等に関する業務

● 訓練
● 住民への啓発・広報・防災指導・

救急指導など

平常時には

市町村長

消防本部

常備の消防機関 非常備の消防機関← 連携 →

市町村の消防事務を統轄する機関
(消防に係る企画立案、人事、予算、
庶務など）

消 防 署

出 張 所

火災の予防、警報、鎮圧、救急、救
助、災害の防除等消防防災活動の
第一線を担う機関

消 防 団

分  団

●火災の警報、鋲圧、火災の防除等
の活動を行う機関

●そのメンバーである消防団員は、
通常、各自の職業に就きながら平
時の予防・防災活動や火災時の消
火活動に従事

公設の
消防機関

常備消防
（消防本部・消防署）

自治会
（自主防災組織）

非常備消防
（消防団）

住民の
自発的な
防災組織

消防団の組織図

団　長

副団長

第
1
分
団
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分
団
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分
団

第
4
分
団

第
5
分
団
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6
分
団

第
7
分
団

第
8
分
団

第
9
分
団

副団長 副団長

消防操法選考会における放水（恵那市）
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　消防団は、大規模災害時をはじめとして、地域の安全確保のために大きな役割を果たしています。
　消防団には、次のような特性があります。

　日本は、その位置、地形や気象などの自然条件から、地震、
台風、豪雨、火山の噴火などの災害が発生しやすい環境にあり
ます。近い将来発生が懸念されている南海トラフ地震の30年
以内の発生確率は70％から80％といわれており、大きな被害
が広範囲かつ多量的に発生すると予測されています。
　大規模な災害に対応するためには、地域の防災力を高めてい
くことが必要です。
　災害が大きいほど、消防署や防災関係機関なども被害を受
ける可能性が高まります。そうすると、消防署が応援にかけつ
け、消火や救助の対応を行うまでに時間がかかります。
　このときに大切なのは、災害が発生した直後の地域住民相互
の助け合いです。
　地域のみんなが助け合って、人命救助や初期消火を行うこと
が、被害を軽減させることにつながります。

　災害に強い地域づくりを推進するには、地域住民が、消防本
部・消防署や消防団で構成する消防機関との緊密な連携を持
ち、一体となって取り組んでいくことが必要です。
　消防団は、防災面での訓練と知識を十分積んでいることか
ら、それぞれの地域でリーダーシップを発揮して、住民に対す
る訓練指導や防災知識の普及啓発を行うことが期待されます。
　また、町内会、婦人会、PTA、青年団、商店街、学校などの地
域にある様々な組織やボランティア団体等と消防団が連携し
ながら、防災活動に取り組んでいくことも重要です。
　地域においては、企業が地域の防災活動に積極的な役割を
果たしている例も少なくありません。こういった企業の防災活
動との連携も地域防災力の向上に大きく役立ちます。

大規模災害に備えて…今こそ、地域の防災力を高めるとき！！

消防団の特徴

地域防災体制の確立を—消防団、自主防災組織、NPOなどとの連携

地域密着性

団員は、地元の事情等を
よく知る存在です。

団員数は、岐阜県で21,518人
(令和3年4月1日現在)で、県民
の100人に1人が消防団員です。

団員は、日頃から教育訓練を受
けており、災害発生時には即時
に対応できる能力を身につけて
います。

要員動員力 即時対応力

女性・学生・外国人の活動（瑞穂市）

水防訓練（中津川市）

機動演習における自然水利（プール）の利用
（輪之内町）
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　地域の防災力を高めるうえで、消防団は重要な組織です。しか
し、消防団員の数は全国的に減少しています。
　岐阜県においても、昭和60年度以降長期的に減少傾向にあり
ます。平成27〜29年度の3年間は増加しましたが、平成30年度か
ら令和2年度は再び減少に転じています。
　自らの地域のために、是非とも消防団への入団をお願いします。

　消防団員には、常勤の消防団員と非常勤の消防団
員がありますが、現在は全員が非常勤の消防団員とな
っています。また、非常勤の消防団員の身分は、特別職
の地方公務員となリます。
　普段は、会社員や自営業、農業に従事している方で
も、消防団員として活動する際には特別職の地方公務
員として活動することになリます。

　消防団員にも、消防士や警察官、自衛隊のような階
級があります。
　消防団員の階級は、団長、副団長、分団長、副分団
長、部長、班長及び団員の7つの階級があります。
　最初は団員の階級から始まることが一般的です。そ
の後、経験年数が長くなるたびに階級が上がっていき
ます。

　消防団は、地域の安心安全のために活動するボラン
ティア的な存在ですが、全くお金が支給されないとい
うことではありません。
　各市町村において、消防団に関する条例が定められ
ています。消防団員になると、条例に定められた「報
酬」と「費用弁償」が支給されます。また、一定期間勤
めて退団した際には、「退職報償金」も支給されます。

一般的な給料に該当するものです。
市町村によって年額21,700円～50,000円
の範囲で定められています。

交通費等の費用に対して支給されます。災
害出動や訓練の回数に応じて支給され、市
町村によって、災害出動1回あたリの支給額
が定められています。

一般的な退職金に該当するものです。
一 例として、5年間勤務して退 職すると
200,000円が支給されます。

消防団員の数は？

団員数の推移 全  国 岐阜県

消防団員の身分

消防団員の階級

消防団員への報酬

消防団員になると

報酬

費用
弁償

退職
報償金

100万
103万 99万

87万 85万 80万

（人）

75万

50万

25万

昭和60年 平成2年 平成23年 平成28年 令和3年
0

2.5万

（人）

2万

1.5万

1万

0.5万

昭和60年 平成2年 平成23年 平成28年 令和3年
0

2.4万
2.3万

2.1万 2.0万 2.1万

※令和3年は、岐阜市水防団員が機能別分団に入団したため増加

消防団出初式（富加町）
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消防団は人の役に立てる､
地域の人との繋がりを

もてる場所です

消防団で地域のために
力を発揮してみませんか！

地域の人たちとの
繋がりを深められました

地域貢献と人との
繋がりができました

消防団に入ったことで､
人とのつながりが

増えました！

消防団は､地域の役に立ち､
頼りにされる存在です

 消防団員として
一緒に活動してみませんか！

各務原市消防団
佐藤 龍志さん

郡上市消防団
川尻 裕大さん

揖斐川町消防団 団長
野原 徹さん

土岐市消防団
加藤 貴仁さん

郡上市消防団
和田 彩菜さん

高山市消防団
松本 和之さん

　私は、職場の先輩からの勧めで、入団
しました。
　火事などの災害はもちろんですが、お祭
りなどの地域のイベントにも参加して、子
供からお年寄りまで交流しています。消
防団が地元に根付いた大きな存在である
と、深く感じています。
　他県で育った私にとって、地域の消防
団の存在は、「人の役に立てる」「地域の
人との繋がりをもてる」重要な場所です。
　残念なことに、同世代が非常に少ない
です。一緒に地域を守る“砦”になりませ
んか。誰でも、人のために動けるヒーロー
になれます。

　消防団には、職場の先輩からの誘いで
入団しました。
　演習などの団活動を通して、同じ職場
の団員だけでなく、異なる職種の方や学
生の方などさまざまな団員の方々と接す
る機会ができました。また、消防団員とし
て地域を見渡すことで、消防団が地域に
とって欠かせない存在であることを実感
しました。
　その一方で、近年若い団員が減少傾向
にあります。皆さんも消防団の一員として、
地域のために力を発揮してみませんか！

　消防団長であった祖父の姿を見ていた
こともあり、友人からの誘いをきっかけに
迷わず入団しました。消防団では、火災時
の消火活動、行方不明者の捜索活動、地
震・風水害時の救助活動のほか、平時に
おける火災予防・啓発活動も行っていま
す。訓練など大変な部分もありましたが、
消防団に入っていなければ得られなかった
“地域コミュニティ”地域の人たちとの繋
がりを深められたことが非常に良かった
と感じています。
　現在、団員の処遇改善、負担軽減のた
め訓練内容の見直しなどが行われていま
す。地域のために皆さんの協力をお願い
します。

　消防団に入るきっかけは、元団員であ
った父親の紹介でした。また、私自身も地
元に貢献したいという気持ちもあったの
で入団を決めました。
　入団して特に良かったと感じることは、
職種も違い年齢層も幅広い多くの人との
繋がりができたことです。若い頃に入団し
ておくと、自分の知らない世界のことを知
るきっかけにもなるので、さらに良いかと
思います。また、地域との関わりや防災活
動への貢献を通して自分自身の価値を感
じることもできます。
　近年は、消防団員の人数も減少傾向に
あるのが現状です。ぜひ皆さんも消防団員
の一員として活動してみませんか。人生に
おいて、きっと良い経験になると思います。

　私はイベントやボランティア活動にとて
も興味がありました。いろいろな世代の方
と交流したいと思い、地元・郡上市で活
動を探していたところ、消防団の方から声
をかけていただき、入団を決めました。
　消防団の活動では幅広い年代の方々と
関わることができるので、以前よりも人と
の繋がりが増えたと感じています。また、
さまざまな活動を通して、消防団員の
方々が日頃から地域を支えていることが
わかりました。
　｢人の役に立ちたい」という気持ちをま
ずは行動に移すことが大切だと思いま
す。入ってみるときっといい経験ができる
と思います。

　秋の高山祭で獅子舞に参加しているこ
とから、町内の人との交流があり、そこでお
世話になった方々に恩返しをしたくて、ずっ
と消防団員になりたいと思っていました。
　初めて火災現場へ行ったときは、何も
できず無力感を感じたことを覚えていま
す。その時さらに、地域の役に立つ消防団
員になりたいという意欲が湧き、日々訓練
しています。
　消防団は、地域の安全を守るやりがい
のある仕事です。誰かのために何かできる
人には適任ですし、消防団に入ることで
地域の方との交流が増え、人脈作りにも
効果があると思います。ぜひ、消防団に入
団して、一緒に地域のために活動しましょ
う。

消防団員からの

メッセージ
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消防団の活動
　消防団には、様々な活動があります。写真とともに消防団の活動を紹介していきます。

消火活動

災害時の活動

火災現場では、消防署の消防士と協力し、ポンプ車や持ち運びが
可能な小型ポンプにより消火活動を行います。火災が広がらない
よう、消火活動を素早く行います。

消火活動のほかにも、地震や風水害等による大災害があった場合
には、救助活動や捜索活動なども行います。

提供：安八町 出典：H29消防白書

勝山陸閘の閉鎖作業（坂祝町）

道路や民家への浸水を防ぐ土のう積み（下呂市）

河川への排水活動（可児市）

民家に流入した土砂の撤去（高山市）

 4



6

各種訓練
火災消火や救助・災害対応など、消防団は様々な活動を行う必要
があります。現場活動を迅速確実かつ安全に行えるよう、各種訓
練を実施しています。

大規模災害時における情報収集訓練（恵那市）

救急救命講習（美濃加茂市）ドローン操縦訓練（関市）

林野火災演習における放水訓練（池田町）

チェーンソーを使用した震災対応訓練（大垣市）

豪雨災害時の訓練（瑞穂市）

分団中継訓練（可児市） 新入団員研修会（揖斐川町）

水防工法改良積み土嚢訓練（大野町）
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操法大会

女性・学生等の活動

住民指導、普及・啓発活動

日頃の訓練の成果を披露する操法大会があります。大会に出場す
る団員は、日頃の訓練で培った迅速かつ正確な行動を競います。

消防団には、女性の方や学生の方も入団しています。各種
訓練を積むとともに、地域の消防防災力を高めるために、
それぞれの目線で広報活動や啓発活動を行っています。

住民の火災予防や防災に関する知識の向上のた
めに、講義を行ったり、啓発活動を行ったりして
います。

操法大会（飛騨市）

女性消防団員による啓発活動（各務原市）

住民への指導（関ケ原町）

操法大会（養老町）

女性消防団員による救命講習（可児市） 女性消防団員による救命講習（可児市）

操法大会（土岐市）

啓発活動（各務原市）水消火器を用いた防火啓発（岐南町）
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出初式（岐阜市）

各種イベント、PR活動
火災予防や防災に関する地域全体の意識を高めたり、
消防団の活動を知っていただくために、各種のイベント
やPR活動を行っています。

操法大会における放水（大垣市）

出初式における行進（揖斐川町）出初式における一斉放水（養老町）

消防音楽隊による演奏（高山市）

出初式における一斉放水（本巣市）

出初式における一斉放水（関市）

ラッパ隊による演奏（八百津町）
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消防団の Q＆A

消防団はなぜ必要とされているの？

女性や学生でも入れるの？

消防団はどんなことをしているの？

どれくらいの人が消防団で活動しているの？

　大きな災害が起きたときには、広い範囲で救助等の対応が必要になってきますので、地元を
よく知る消防団員による住民の避難誘導や被災者の救出、救助活動が非常に大きな役割をも
ちます。
　過去の災害でも、地元住民同士の助け合いによって被害を抑えられた事例は多くあり、南海
トラフ地震等の発生が懸念されている現在、地域住民の安心•安全を守るために消防団が果
たす役割はますます大きくなっています。

　入団できます。女性消防団員は岐阜県でも増加傾向にあり、また、大学生等の消防団員も、
将来の地域防災の担い手として、今後ますます必要とされる存在です。
　女性消防団員は、一人暮らしの高齢者宅への防火訪問、応急手当の普及指導や広報活動な
ど多岐にわたって活躍しています。
　多くの市町村が18歳以上を入団の要件としていることから、大学生等の消防団員も活発に
活動をしています。

　消火活動はもとより地震、風水害など大規模災害時の救助・救出・避難誘導・警戒、防除、
水位の警戒、土のう積みのほか、様々な災害対応を行います。
　災害時以外にも、災害対応のための訓練、機材の整備点検、住宅用火災警報器の普及活動、
防火訪問等の予防啓発活動など、地域のための活動を行っています。

　現在、 岐阜県では約2万人が消防団員として活動しています。
　しかし、少子化や過疎化に加え、団員の高齢化に伴い体力面で限界を感じて退団する人や、
仕事との両立を心配して入団しない人が増えており、消防団員の数は年々減っています。
　最近では一般的な消防団員とは異なり、特化した役割を担う機能別消防団員（学生による
広報・啓発活動やバイク隊等）として参加できる消防団もあります。自分にあった関わり方で
地域の防災活動に参加してみてはいかがでしょうか。

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

操法大会（富加町） 入団式における辞令交付（山県市） 水防訓練（飛騨市）
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消防団の Q＆A

消防団員と消防士は違うの？

消防団の手当はどうなっているの？

消防団に入るにはどうしたらいいの？

　消防団員は「自分たちのまちを自分たちの手で守る」というボランティア精神に基づき、 別
に仕事を持っている人たちが団員として活動している非常勤（特別職）の地方公務員です。
　消防士は、消防本部や消防署に勤務する市町村等の職員であり、より困難な状況において
活動できるよう専門的な技術を身に付けて、24時間365日、即座に出動できるよう備えてい
ます。

　市町村から年額報酬や出動の際の手当が支給されます。また、一定期間勤めて退団した際
には、退職報償金が支給されるほか、公務災害補償もあります。消防団の活動に必要な被服
が貸与されたり、活動装備品が市町村から支給されます。

　一般的に18歳以上でその市町村に住んでいるか又は働いている人なら、どなたでも入団す
ることができます。詳細な入団資格は各市役所・町村役場又は最寄りの消防本部（消防署）
へお問い合わせください。

Q

Q

Q

A

A

A
消防団は、

「いざ」というときに頼りになる「地域防災の要」です。
「助けられる」だけでなく「助ける」側へ

今、地域のために、あなたの力が必要とされています。
消防団で地域のために活動してみませんか？

操法大会における放水（輪之内町）エンジンカッター取扱訓練（岐南町） 出初式における式典（養老町）



消防団名 市町村窓口 住　　所 電話番号
岐阜市中消防団 岐阜市消防本部中消防署 〒500-8812　岐阜市美江寺町2-9 058-262-7165
岐阜市南消防団 岐阜市消防本部南消防署 〒500-8262　岐阜市茜部本郷1-12 058-272-2012
岐阜市北消防団 岐阜市消防本部北消防署 〒502-0851　岐阜市鶯山1769-496 058-231-5308
羽島市消防団 羽島市消防本部消防総務課 〒501-6244　羽島市竹鼻町丸の内9丁目26番地 058-392-2601
各務原市消防団 各務原市消防本部総務課 〒504-8555　各務原市那加桜町1-69 058-382-3136
山県市消防団 山県市総務課 〒501-2192　山県市高木1000番地1 0581-32-9100
瑞穂市消防団 瑞穂市企画部市民協働安全課 〒501-0293　瑞穂市別府1288番地 058-327-4130
本巣市消防団 本巣市総務部総務課 〒501-1292　本巣市文殊324番地 0581-34-5020
岐南町消防団 岐南町総務課 〒501-6197　羽島郡岐南町八剣7丁目107番地 058-247-1331
笠松町消防団 笠松町総務課 〒501-6181　羽島郡笠松町司町1番地 058-388-1111
北方町消防団 北方町総務危機管理課 〒501-0492　本巣郡北方町長谷川1丁目1番地 058-323-1111
大垣市消防団 大垣市生活環境部危機管理室 〒503-8601　大垣市丸の内2丁目29番地 0584-47-7385
海津市消防団 海津市消防本部消防課 〒503-0655　海津市海津町福岡460-2 0584-53-0119
養老町消防団 養老町消防本部消防課 〒503-1392　養老郡養老町高田798番地 0584-32-0580
垂井町消防団 垂井町企画調整課 〒503-2193　不破郡垂井町宮代2957-11 0584-22-1152
関ケ原町消防団 関ケ原町総務課 〒503-1592　不破郡関ケ原町大字関ケ原894-58 0584-43-1110
神戸町消防団 神戸町総務部総務課 〒503-2392　安八郡神戸町大字神戸1111 0584-27-0171
輪之内町消防団 輪之内町危機管理課 〒503-0292　安八郡輪之内町四郷2530番地の1 0584-69-3117
安八町消防団 安八町総務課 〒503-0198　安八郡安八町氷取161 0584-64-3111
揖斐川町消防団 揖斐川町総務部総務課 〒501-0692　揖斐郡揖斐川町三輪133番地 0585-22-2111
大野町消防団 大野町総務部総務課 〒501-0592　揖斐郡大野町大字大野80番地 0585-34-1111
池田町消防団 池田町総務部総務課 〒503-2492　揖斐郡池田町六之井1468-1 0585-45-3111
美濃加茂市消防団 美濃加茂市防災安全課 〒505-8606　美濃加茂市太田町3431-1 0574-25-2111
可児市消防団 可児市防災安全課 〒509-0292　可児市広見一丁目1番地 0574-62-1111
坂祝町消防団 坂祝町総務課 〒505-8501　加茂郡坂祝町取組46番地18 0574-66-2401
富加町消防団 富加町総務課 〒501-3392　加茂郡富加町滝田1511番地 0574-54-2111
川辺町消防団 川辺町総務課 〒509-0393　加茂郡川辺町中川辺1518-4 0574-53-2511
七宗町消防団 七宗町総務課 〒509-0492　加茂郡七宗町上麻生2442-3 0574-48-1111
ハ百津町消防団 八百津町防災安全室 〒505-0392　加茂郡八百津町八百津3903番地2 0574-43-2111
白川町消防団 白川町総務課 〒509-1192　加茂郡白川町河岐715 0574-72-1311
東白川村消防団 東白川村総務課 〒509-1392　加茂郡東白川村神土548番地 0574-78-3111
御嵩町消防団 御嵩町総務防災課 〒505-0192　可児郡御嵩町御嵩1239番地1 0574-67-2111
関市消防団 関市市長公室危機管理課 〒501-3894　関市若草通3丁目1番地 0575-23-7736
美濃市消防団 美濃市総務部総務課 〒501-3792　美濃市1350番地 0575-33-1122
郡上市消防団 郡上市消防本部消防総務課 〒501-4221　郡上市八幡町小野4丁目4-1 0575-67-1216
多治見市消防団 多治見市消防本部消防総務課 〒507-0828　多治見市三笠町2丁目21番地 0572-22-9231
瑞浪市消防団 瑞浪市消防本部警防課 〒509-6101　瑞浪市土岐町112-1 0572-68-2001
土岐市消防団 土岐市消防本部警防課 〒509-5112　土岐市肥田浅野笠神町3-11 0572-53-0041
中津川市消防団 中津川市消防本部警防課 〒508-0045　中津川市かやの木町1-10 0573-66-1194
恵那市消防団 恵那市消防本部消防課 〒509-7203　恵那市長島町正家1015番地2 0573-26-0119
高山市消防団 高山市消防本部消防総務課 〒506-0004　高山市桐生町3丁目208番地 0577-34-3792
飛騨市消防団 飛騨市消防本部総務課 〒509-4256　飛騨市古川町高野251-1 0577-73-0119
下呂市消防団 下呂市消防本部消防総務課 〒509-2202　下呂市森363-1 0576-25-6177
白川村消防団 白川村総務課 〒501-5692　大野郡白川村鳩谷517番地 05769-6-1311

各市町村の窓口

お
問
い
合
わ
せ
先

令和4年7月1日現在

岐阜県
岐阜市薮田南2-1-1 岐阜県庁危機管理部消防課
TEL.058-272-1111(内2471)
e-mail：c11193@pref.gifu.lg.jp

岐阜県危機管理部消防課ホームページ
https://www.pref.gifu.lg.jp/kurashi/shobo/shobodan/

〈市町村名〉

LINE 岐阜県公式防災アカウント

災害時には河川水位情報や避難情報の確認などができます。
友達登録をお願いします! 　　　　　QRコードはコチラ →→

表紙使用画像提供：①水防訓練（土岐市）②操法
大会における放水（富加町）③女性消防団員によ
る幼年防火教室（御嵩町）④ドローン操縦訓練（関
市）⑤出初式における一斉放水（美濃市）⑥協会
大会（中津川市）⑦震災対応訓練〈倒壊建物での
捜索〉（大垣市）⑧操法記録会（東白川村）

①
②

④
⑥

③
⑤

⑦
⑧


